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はじめに 

高等教育においては「教員の視点に立った教育」から、「学生の視点に立った学習」へ

の変換が求められており、教員が「何を教えるか」から、学生が獲得すべきものとして、

「何ができるようになるか」という視点に立った、学生の学習成果を明確に示し、それを

測定し、改善していくことが求められている。「学習成果」を測定（点検・評価）する仕

組みが「査定（アセスメント）」ということになる。 

 査定（アセスメント）は証拠を集め、「教育の質」を保証するための方法である。学生

に対しては、テスト、レポート、観察記録などを行うことによって点検・評価する方法が

あり、組織的には、学生を対象にした調査、卒業生を対象にした調査、雇用者を対象にし

た調査、外部評価などによるものがある。 

 学習成果の査定（アセスメント）のサイクルのモデルとしては、①機関レベル/教育課

程レベル/科目レベルなどで学生が身に付けて欲しいものを設定する、②教育の実施及び

学習の評価、③学生がそれを身に付けたかどうか、データを収集し分析する、④その結果

を査定し、次の行動計画を策定する。必要に応じて、改善点を検討し、修正を加える。こ

れを絶えず繰り返して、さらに質の向上を目指していくことが重要である。 

 富山福祉短期大学では、科目レベルでは、それぞれの科目の到達目標に対応した評価方

法を設定し、シラバスに明記し、これに従い厳格に成績評価を行っている。90点台4ポイ

ント、80点台3ポイント、70点台2ポイント、60点台1ポイント、60点未満0ポイントとして

単位当たりの平均ポイントを算出し、GPA（Grade point average）値で評価している。各

学生の結果は、学期毎に各学科・専攻にフイードバックされる。教育課程レベルの学習成

果の査定（アセスメント）は、免許・資格の取得状況、国家試験の合格率、専門職への就

職状況、4年生大学への進学などで評価している。卒業生の就職先からのアンケート結果

も重視している。 

また、各学科・専攻のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に基づいて作成された

「学習到達度評価基準」を用いた学生による自己評価を、本学では最も重要な学習成果の

指標としてとらえている。ルーブリックの考え方を取り入れた5段階の評価法である。平

成24年度には卒業年度の学生に対して調査を行い、平成25年度から全学年の学生に対して

2月に調査を行っている。さらに平成26年度からは、インターネットを利用した本学教職

員と学生との双方向コミュニケーション・ツール「学生マイページ」を用いて、前期・後

期の各学期初めに全学生が学習到達度評価基準を用いて自分の学習の進捗状況について自

己診断をし、絶えず自己評価を繰り返しながら「つくり、つくりかえ、つくる」学習に役

立てるシステムを構築した。こうした全ての結果について、各学科・専攻会議で改善への

具体策が話し合われ向上・充実が図られている。 

（参考資料） 

１）自己点検・評価報告書作成マニュアル（平成27年度用）一般財団法人短期大学基準協

会編 
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学習到達度評価基準について 

 富山福祉短期大学では、学生が本学で学ぶことで「何ができるようになるか」という視点

に立った学習成果を明示し、教育の質的改善のサイクルを構築するために、平成 24年度に

ルーブリックの考え方を取り入れた学習到達度評価基準を構築した。 

 本学の教育は全ての学科・専攻において、専門的知識・技術、問題解決力、倫理観と自己

管理力、リーダーシップとコミュニケーション能力、および生涯学習力の観点から、カリキ

ュラムが構成されており、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）においてもそれが明確に

示されている。それらディプロマ・ポリシーに示されている学生が卒業までに「獲得すべき

もの」について、教員と学生の双方が共通に評価するための客観的な基準として学習到達度

評価基準は作成された。 

 平成 24 年度は、卒業年度の学生に対してのみの調査であったが、徐々に運用を拡大し、

平成 26年度からは、本学のインターネット・ウェブサイト「学生マイページ」を利用する

ことにより、学生はいつでも評価基準を参照することができ、毎学期ごとに自己査定を繰り

返すことで学習成果への意識づけを強化することができ、日々の学習に役立てることがで

きる。本学の教育目標である「つくり、つくりかえ、つくる」教育を具現化し、学習成果の

可視化を実現するためのツールのひとつとして発展的な運用を行ってきている。令和 3 年

度においては、本学の DX 化に向けた教育改善として本格的に導入された Google Workspace 

for Education へのシステム移行作業のために、令和 3年度前期～令和 4年度前期の間、

調査を実施することができなかったが、令和 4年度後期から Google のシステムを用いて全

学的に調査実施することが可能となった。これによって、以前よりも格段に効率的に調査実

施、データ化・分析が進められるようになった。 
 本稿では、本学の教育の質的改善に資するために、令和 4 年度卒業生の学習到達度につ

いて、2年課程の各学科・専攻においては、2年後期（1回目）・卒業時（2回目）、3年課程

の看護学科においては、1年次前期（1回目）・後期（2回目）〈学生マイページを用いた調

査データ〉、2年次後期（3回目）、卒業時（4回目）と継続的に実施してきた調査結果に基

づいて、各学科・専攻の教育による学習成果について報告する。 
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期待以上

--

期待以上
期待./0 --不足 &'(不足

専門科目7講義:演習科目

=>?#@!以上

専門科目7講義:演習科目

=>?#@A以上
専門科目7講義:演習科目=>?$@!以上

専門科目7講義:演習科目

=>?$@A以上

専門科目7講義:演習科目

=>?$@A未満

%D%@E社会福祉J関LM基礎的Q知識T技術JWX
'理解['XM\

社会福祉J関LM基礎的Q知識]技術^的確J用
X'実践cdM

社会福祉J関LM基礎的Q知識]技術^理解['/
0T自分7言葉c説明cdM

社会福祉J関LM基礎的Q知識]技術JWX'理
解['XM

社会福祉J関LM基礎的Q知識]技術7理解k-
-不十分mkT支援^得'述rMs&kcdM

社会福祉J関LM基礎的Q知識]技術7理解k不
十分cT述rMs&kcdQX

%D$@Etuvwxyuz7理解-心理T|u}T健
康T��u�等7知識^身JW�'XM\

各専門領域7基礎的知識^用X'的確J実践cd
M

各専門領域7基礎的知識^有['/0T自分7言
葉c説明cdM

各専門領域7基礎的知識^有['XM
各専門領域7基礎的知識7理解k--不十分m
kT支援^得'述rMs&kcdM

各専門領域7基礎的知識7理解k不十分cT述
rMs&kcdQX

%D#@E対人援助J必要Q知識]技術JWX'理解[
'XM\

対人援助J必要Q知識]技術^的確J用X'実践
cdM

対人援助J必要Q知識]技術JWX'T自分7言
葉c説明cdM

対人援助J必要Q知識]技術^述rMs&kcdM
対人援助J必要Q知識]技術JWX'--理解不
十分mkT支援^得'述rMs&kcdM

対人援助J必要Q知識]技術JWX'理解不十分
cT述rMs&kcdQX

%D"@E利用者7立場J��'物事^判断[T理解[
'X�力^身JW�'XM\

利用者7立場J立�'物事^判断[T理解['X�
��7方法^自�考 実践cdM

利用者7立場J立�'物事^判断[T理解['X�
姿勢^身JW�'/0T£W¤7��7方法^説明
cdM

利用者7立場J立�'物事^判断[T理解['X�
姿勢^身JW�'XM

利用者7立場J立�'物事^判断[T理解['X�
��7方法JWX'T支援^得'述rMs&kcd
M

利用者7立場J立�'物事^判断[T理解['X�
��7方法JWX'T述rMs&kcdQX

%D!@E論理的Q根拠^(�'援助^計画的J実践[
'X�力^身JW�'XM\

自�計画[実践['XM援助JWX'論理的Q根
拠^説明LMs&kcdM

自�援助^計画[実践['X�s&kcdM 支援^得'T援助^計画[実践LMs&kcdM 支援^得'T援助^計画LMs&kcdM 援助^計画LMs&kcdQX

総合科目及専門演習科目及実習科目®=>?#@!以上 総合科目及専門演習科目及実習科目®=>?#@A以上 総合科目及専門演習科目及実習科目®=>?$@!以上 総合科目及専門演習科目及実習科目®=>?$@A以上 総合科目及専門演習科目及実習科目®=>?$@A未満

$D%@E人間7行動-心理JWX'科学的T客観的J
理解cdM\

人間7行動-心理JWX'T科学的根拠J基µX
'説明cdM

人間7行動-心理JWX'客観的J説明cdM
人間7行動-心理JWX'多面的J理解LM態度
^有['XM

人間7行動-心理JWX'T支援^得'述rMs&
kcdM

人間7行動-心理JWX'T説明LMs&kcdQ
X

$D$@E問題^同定[T解決J必要Q情報^収集]分
析]整理[T¤7問題^確実J解決cdM\

問題^同定[T解決J必要Q情報^収集]分析]整
理[T¤7問題^確実J解決LM��7方法^自�
考 説明LMs&kcdM

問題^同定[T解決J必要Q情報^収集]分析]整
理[T¤7問題^解決LMs&kcdM

問題^同定[T解決J必要Q情報^収集]分析]整
理[T¤7問題7解決J向�'取0組Ès&kcd
M

支援^得'T問題^同定[T解決J必要Q情報^収
集]分析]整理LMs&kcdM

問題^同定[T解決J必要Q情報^収集]分析]整
理LMs&kcdQX

$D#@E価値観-倫理観&向d合XQk�自�^律[T
利用者^理解['X�s&kcdM\

価値観-倫理観JWX'自�思考[T利用者理解
J/X'実践LM方法^説明cdM

価値観-倫理観&向d合XQk�自�^律[WWT
利用者^理解['X�s&kcdM

価値観-倫理観&向d合XQk�自�^律LM方法
JWX'述rMs&kcdM

価値観-倫理観JWX'述rMs&kcdM 価値観-倫理観JWX'述rMs&kcdQX

$D"@E他者&協調]協同['行動cdM\Ñ�T他者
J方向性^示[T目標7実現7��J動員cdM\

課題解決7��JT他者J方向性^示[T目標7
実現7��JØxuÙ^形成[T活動LMs&kc
dM

ØxuÙJ/X'他者&協調]協同[Qk�T課題
解決J向��方向性^示Ls&kcdM

ØxuÙJ/X'他者&協調]協同['行動LMs
&kcdM

ØxuÙJ/X'自分7役割^自覚[T活動J積極
的J参加cdM

ØxuÙ活動J積極的J参加cdQX

äåæçè|等7社会貢献活動J積極的£W継続
的J取0組ícXM

äåæçè|等7社会貢献活動J積極的J取0組í
cXM

äåæçè|等7社会貢献活動J参加['XM
äåæçè|等7社会貢献活動J支援^得'参加[
'XM

äåæçè|等7社会貢献活動Jî&í.参加['
XQX

#D%@E利用者Jï��方法cðñòóôuvõæ^実
践cdM力^身JW�'XM\

利用者J与 M影響^考慮[�上cðñòóôu
võæ^&Ms&kcdM

利用者7特性^理解['T適切Qðñòóôuvõæ
^&Ms&kcdM

利用者J合ýþ�ðñòóôuvõækcdM
支援^得'T利用者J合ýþ�ðñòóôuvõæ
k&ÿM

利用者J合ýþ�ðñòóôuvõæk&ÿQX

#D$@E情報^的確J伝 M力-解0-L�説明cdM
能力^身JW�'XM\

情報機器^活用[T解0-L�効果的QÙ'(æ
çuvõækcdM

情報機器^活用[�Ù'(æçuvõækcdM 専門的Qs&^解0-L�説明cdM 専門的Qs&^説明cdM 専門的Qs&^説明cdQX

#D#@E感*�s&-考察[�s&Q.^記録[�0T記
述[�0LMs&kcdM\

読/手J与 M影響^考慮[�上c感*�s&-考
察[�s&Q.^記述LMs&kcdM

読/手J解0-L�感*�s&-考察[�s&Q.^
記述LMs&kcdM

感*�s&-考察[�s&Q.^十分£W正確J記
述LMs&kcdM

感*�s&-考察[�s&Q.^文法J従�'記述L
Ms&kcdM

感*�s&-考察[�s&Q.^d4í&記録LMs
&kcdQX

自�課題^見W�T授業時間外7自己学習J積極
的J取0組/T学内外7講演会-研修等J積極的
J参加['XM

授業時間外7自己学習J自発的J取0組/T学内
外7講演会-研修等J自主的J参加['XM

授業時間外7自己学習J取0組/T学内外7講演
会-研修等J参加['XM

事前事後課題J取0組/T学内外7講演会-研修
等J支援^得'参加['XM

自己学習J取0組ÑBT学内外7講演会-研修等
Jî&í.参加['XQX

社会福祉学科社会福祉専攻7DèÙEF�Gvu&学習到達度評価基準

%@®人^理解LM��7幅広X教養&福祉J関LM専門的Q
知識^持4T福祉7専門職&['人^支援LM��7基本的
技術^有['XM\

$@®福祉7専門職&['人権^尊重LM高X倫理観^有[T専
門的Q知識^活用[Qk�T保健]医療]福祉]教育7関連職
種&連携['T主体的J問題^解決LM能力^有['XM\

#@®人-地域社会&ï��£X関ý0^(4T円滑Q人間関係
^築d上dMðñòóôuvõæ能力^有['XM\

"e福祉7専門職&['Tf0fd社会7形成J自�貢献LM
生涯学習力&実践力^有['XM\

i評価7数値kl
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! " # $ %
&'(
期待以上

--
期待以上

期待./0 --不足 &'(不足

講義・演習科目のGPA3.5以上 講義・演習科目の3.0GPA以上 講義・演習科目のGPA2.5以上 講義・演習科目のGPA2.0以上 講義・演習科目のGPA2.0未満

%3%456789介護場面>共通A9基礎的E介護F
知識I習得L'M9N

介護>関A9基礎的E知識P技術I的確>用M'
実践WX9

介護>関A9基礎的E知識P技術I理解L'/0[
自分F言葉W説明WX9

介護>関A9基礎的E知識P技術>bM'理解L
'M9

介護>関A9基礎的E知識P技術F理解c--不
十分ec[支援I得'述i9j&cWX9

介護>関A9基礎的E知識P技術F理解c不十分
W[述i9j&cWXEM

%3$45介護>関A9社会保障F制度[施策>bM'
F基本的知識I習得L[理解L'M9N

介護>関A9社会保障制度-施策>bM'F基
礎的知識I用M'的確>実践WX9

介護>関A9社会保障制度-施策>bM'F基
礎的知識I有L'/0[自分F言葉W説明WX9

介護>関A9社会保障制度-施策>bM'F基
礎的知識I有L'/0[述i9j&cWX9

介護>関A9社会保障制度-施策>bM'F基
礎的知識F理解c--不十分ec[支援I得'述
i9j&cWX9

介護>関A9社会保障制度-施策>bM'F基
礎的知識F理解c不十分W[述i9j&cWXE
M

%3#45介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[
活用P発揮��9j&F意義>bM'理解L'M
9N

介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[活用P
発揮��9j&F意義>bM'[他者>理解L-A
�説明WX9

介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[活用P
発揮��9j&F意義>bM'[自分F言葉W説
明WX9

介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[活用P
発揮��9j&F意義>bM'理解L'M9

介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[活用P
発揮��9j&F意義>bM'F理解c--不十
分ec[支援I得'述i9j&cWX9

介護I必要&A9人F潜在能力I引X出L[活用P
発揮��9j&F意義>bM'F理解c不十分
W[述i9j&cWXEM

%3"456789介護場面>共通A9基礎的E技術I
習得L'M9N

6789介護場面>共通A9基礎的E技術I[自
7実践L[�b説明WX9

6789介護場面>共通A9基礎的E技術I[自
7実践WX9

6789介護場面>共通A9基礎的E技術I[支
援I得'実践WX9

6789介護場面>共通A9基礎的E技術>bM
'述i9j&cWX9

6789介護場面>共通A9基礎的E技術>bM
'理解(習得(L'MEM

%3!45介護実践F根拠I理解L'M9N
介護実践F根拠I理解L'/0[他者>理解L-
A�説明WX9

介護実践F根拠I理解L'/0[自分F言葉W説
明WX9

介護実践F根拠I理解L'/0[述i9j&cWX
9

介護実践F根拠>bM'F理解c--不十分e
c[支援I得'述i9j&cWX9

介護実践F根拠F理解c不十分W述i9j&cW
XEM

%3�45利用者本位P自立支援>資A9����I総
合的[計画的>提供WX9能力I身>b�'M9N

利用者本位P自立支援>資A9����I自7提
供WX9

利用者本位P自立支援>資A9����I[支援I
得'提供WX9

利用者本位P自立支援>資A9����>bM'
述i9j&cWX9

利用者本位P自立支援>資A9����>bM'
F理解c--不十分ec[支援I得'述i9j&
cWX9

利用者本位P自立支援>資A9����>bM'
F理解c不十分W述i9j&cWXEM

実習科目F

�� #4!以上

実習科目F

�� #4¡以上

実習科目F

�� $4!以上

実習科目F

�� $4¡以上

実習科目F

�� $4¡未満

$3%45情報-知識I複眼的[論理的>分析L[表現
WX9N

介護>関¬9問題I科学的69M°法的根拠>基
²M'複眼的[論理的>分析L[解0-A�説明W
X9

介護>関¬9問題I複眼的[論理的>分析L[説
明WX9

介護>関¬9問題I複眼的[論理的>自7理解A
9態度I有L'M9

介護>関¬9問題I[支援I得'複眼的[論理的
>理解A9j&cWX9

介護>関¬9問題>bM'[複眼的[論理的>理
解A9態度I有L'MEM

$3$45問題I同定L[解決>必要E情報I収集P分
析P整理L[ºF問題I確実>解決WX9N

介護>関¬9問題I自7発見L[解決>必要E情
報I収集P分析P整理L[ºF問題I解決A9¼½
F方法I自7考À[実践A9j&cWX9

介護>関¬9問題I自7発見L[解決>必要E情
報I収集P分析P整理L[ºF問題F解決>向�'
取0組Äj&cWX9

介護>関¬9問題>bM'[解決>必要E情報I
収集P分析P整理A9j&cWX9

介護>関¬9問題>bM'[支援I得'[解決>
必要E情報I収集P分析P整理A9j&cWX9

介護>関¬9問題>bM'[解決>必要E情報I
収集P分析P整理A9j&cWXEM

$3#45自7I律L'行動WX9N
人権I尊重A9高M倫理観I有L[自7I律Lb
b[利用者F支援>向�'行動WX9

自7I律Lbb[利用者F支援>向�'行動WX9
自7I律A9j&F意義&方法>bM'述i9j&
cWX9

支援I得'[自7I律A9j&F意義&方法>bM
'述i9j&cWX9

自7I律A9j&F意義&方法>bM'理解c不
十分W述i9j&cWXEM

$3"45他F職種F役割I理解LÒ�Ó>参画A9能
力I身>b�'M9N

課題解決F¼½>[他者>方向性I示L[目標F
実現F¼½>ÙÚ�ÛI形成L[活動A9j&cW
X9

ÙÚ�Û>/M'他者&協調P協同LEc7[課題
解決>向�¼方向性I示Aj&cWX9

ÙÚ�Û>/M'他者&協調P協同L'行動A9j
&cWX9

ÙÚ�Û>/M'自分F役割I自覚L[活動>積
極的>参加WX9

ÙÚ�Û活動>積極的>参加WXEM

$3!45尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼
倫理I身>b�'M9N

尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼倫理
I身>b�'/0[自7実践WX9

尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼倫理
>bM'[自7F言葉W説明WX9

尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼倫理
>bM'[延i9j&cWX9

尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼倫理
>bM'[支援I得'延i9j&cWX9

尊厳I支À9åæ[人権擁護F視点>立ê¼倫理
>bM'F理解c不十分W述i9j&cWXEM

ìíîïðæ等F社会貢献活動>積極的�b継続
的>取0組öWM9

ìíîïðæ等F社会貢献活動>積極的>取0組
öWM9

ìíîïðæ等F社会貢献活動>参加L'M9
ìíîïðæ等F社会貢献活動>支援I得'参加L
'M9

ìíîïðæ等F社会貢献活動>÷&ö.参加L'
MEM

#3%45øùúûå�üýîF&0方F基本I身>b�
'M9N

利用者>与À9影響I考慮L¼上Wøùúûå�
üýîI&9j&cWX9

利用者F特性I理解L'[適切Eøùúûå�üý
îI&9j&cWX9

利用者>合¬�¼øùúûå�üýîcWX9
支援I得'[利用者>合¬�¼øùúûå�üýî
c&&9

利用者>合¬�¼øùúûå�üýîc&&EM

#3$45他者>共感WX[相手F立場>立ê'考À9
j&cWX9姿勢I身>b�'M9N

他者>共感L[相手F立場>立ê'考À9姿勢>
基²M'問題解決>向�'[自7行動WX9

他者>共感WX[相手F立場>立ê'考À9姿勢
>基²M'行動WX9

他者>共感WX[相手F立場>立ê'考À9j&
cWX9姿勢I身>b�'M9

他者>共感A9姿勢I身>b�'M9
他者>共感A9姿勢I身>b�'/7,[相手F
立場>立ê'考À9j&cWXEM

#3#45的確E記録P記述F方法I身>b�'M9N
読0手>与À9影響I考慮L¼上W感1¼j&-考
察L¼j&E.I記述A9j&cWX9

読0手>解0-A�感1¼j&-考察L¼j&E.I
記述A9j&cWX9

感1¼j&-考察L¼j&E.I十分�b正確>記
述A9j&cWX9

感1¼j&-考察L¼j&E.I文法>従ê'記述
A9j&cWX9

感1¼j&-考察L¼j&E.IX6ö&記録A9j
&cWXEM

自7課題I見b�[授業時間外F自己学習>積極
的>取0組0[学内外F講演会-研修等>積極的
>参加L'M9

授業時間外F自己学習>自発的>取0組0[学内
外F講演会-研修等>自主的>参加L'M9

授業時間外F自己学習>取0組0[学内外F講演
会-研修等>参加L'M9

事前事後課題>取0組0[学内外F講演会-研修
等>支援I得'参加L'M9

自己学習>取0組F,[学内外F講演会-研修等
>÷&ö.参加L'MEM

"G福祉F専門職&L'[L0LX社会F形成>自7貢
献A9生涯学習力&実践力I有L'M9N

O評価F数値TU

社会福祉学科介護福祉専攻FWðÛXYZ[ü�&学習到達度評価表基準

%4_人I理解A9¼½F幅広M教養&福祉>関A9専門
的E知識I持6[福祉F専門職&L'人I支援A9¼½
F基本的技術I有L'M9N

$4_福祉F専門職&L'人権I尊重A9高M倫理観I有
L[専門的E知識I活用LEc7[保健P医療P福祉P教
育F関連職種&連携L'[主体的>問題I解決A9能
力I有L'M9N

#4_人-地域社会&6¼¼�M関¬0I(6[円滑E人
間関係I築X上r9øùúûå�üýî能力I有L'M
9N
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! " # $ %
&'(
期待以上

--
期待以上

期待./0 --不足 &'(不足

講義5演習科目:

;<=#>!以上

講義5演習科目:

;<=#以上
講義5演習科目:;<=$>!以上

講義5演習科目:

;<=$>?以上

講義5演習科目:

;<=$>?未満

%B%>C看護F活用IJK理論:基礎的知識S身
FUVW未来Y活躍[K看護職&]':^_`a
S有]'cKd

自f:言葉Y

目指[看護師像&課題S他者F伝qW話]合tu&vYw

K

自f:言葉Y

目指[看護師像&課題S他者F伝qKu&vYwK

自f:言葉Y

目指[看護師像&課題S述yKu&vYwK

支援S得'自f:言葉Y目指[看護師像&課題S述yK

u&vYwK

目指[看護師像&課題S述yK}~F��0:支援S要

[K

%B$>C看護:対象Y�K�f�K人�&家族:健
康&生活FUc':理解S深~Ku&vYwKd

看護:対象:健康&生活:理解S深~K方法S自分Y

考q実践YwKd

看護:対象:健康&生活:理解S深~K具体的方法S

説明YwKd

看護:対象:健康&生活:理解S深~K方法FUc'

項目S挙�Ku&vYwKd

看護:対象:健康&生活:理解S深~K方法FUc'

思c浮�yKu&vYw支援S得'述yKu&vYwKd

看護:対象:健康&生活:理解S深~K方法FUc'

自分:言葉Y表現Yw�c

%B#>C対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨
©地域:人�¬:理解S深~Ku&vYwKd

対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨©地域:人�

¬:理解S深~K方法S自分Y考q実践YwKd

対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨©地域:人�

¬:理解S深~K具体的方法S説明YwKd

対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨©地域:人�

¬:理解S深~K方法FUc'項目S挙�Ku&vYw

Kd

対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨©地域:人�

¬:理解S深~K方法FUc'思c浮�yKu&vYw

支援S得'述yKu&vYwKd

対象S支qK保健¡医療¡福祉従事者/¨©地域:人�

¬:理解S深~K方法FUc'自分:言葉Y表現Yw�

c

%B">C看護実践F必要�内容¡方法F関[K知
識¡理解S深~Ku&vYwKd

看護実践F必要�内容¡方法F関[K知識¡理解S深~

K方法S自分Y考q実践YwKd

看護実践F必要�内容¡方法F関[K知識¡理解S深~

K具体的方法S説明YwKd

看護実践F必要�内容¡方法F関[K知識¡理解S深~

K方法FUc'項目S挙�Ku&vYwKd

看護実践F必要�内容¡方法F関[K知識¡理解S深~

K方法FUc'思c浮�yKu&vYw支援S得'述y

Ku&vYwKd

看護実践F必要�内容¡方法F関[K知識¡理解S深~

K方法FUc'自分:言葉Y表現Yw�c

%B!>C�f�K場F/c'看護S実践[K}~:
応用可能�基本的技術S習得]'cKd

�f�K場F/c'看護S実践[K}~:応用可能�基

本的技術S実施[K}~:準備S自分Y整qKu&vY

wK

�f�K場F/c'看護S実践[K}~:応用可能�基

本的技術S実施[K}~:準備FUc'説明YwKd

�f�K場F/c'看護S実践[K}~:応用可能�基

本的技術S実施[K}~:準備FUc'必要�項目S挙

�Ku&vYwK

�f�K場F/c'看護S実践[K}~:応用可能�基

本的技術S実施[K}~:準備FUc'思c浮�yKu

&vYw支援S得'述yKu&vYwKd

�f�K場F/c'看護S実践[K}~:応用可能�基

本的技術S実施[K}~:準備FUc'自分:言葉Y

表現Yw�c

実習科目:

;<=#>!以上

実習科目:

;<=#>?以上

実習科目:

;<=¼>!以上

実習科目:

;<=¼>?以上

実習科目:

;<=¼>?未満

$B%>CI½¾½�知識¡技術S統合]活用[K}~
F論理的F考qK姿勢S有]'cKd

自分v看護実践[K}~F必要�知識-技術FUc'W

必要&�K根拠S挙�'説明YwKd

自分v看護実践[K}~F必要�知識-技術FUc'W

必要&�K根拠S挙�Ku&vYwKd

自分v看護実践[K}~F必要�知識-技術:項目S

挙�Ku&vYwKd

自分v看護実践[K}~F必要�知識-技術FUc'W

支援S得'項目S挙�Ku&vYwKd

自分v看護実践[K}~F必要�知識-技術FUc'W

自f挙�Ku&vYw�cd

$B$>C知識S活用]W看護過程:展開vYwKd
自分v実施]}看護過程:展開FUc'根拠S示]'説

明YwKd

自分v実施]}看護過程:展開F/c'不足[K学習

項目FUc'学習]W支援S得'看護過程:展開&関連

付V'説明YwKd

自分v実施]}看護過程:展開F/c'不足[K学習

項目S挙�Ku&vYwKd

自分v実施]}看護過程:展開F/c'必要�:学習

項目S支援S得'挙�Ku&vYwKd

自分v実施]}看護過程:展開F/c'必要�:学習

項目S自f挙�Ku&vYw�cd

$B#>C学習継続:}~F心身:健康&行動S自f
½}Ñ適切�支援S得'管理YwKd

実習F/VK欠席W遅刻W早退v�cd
実習F/VK欠席W遅刻W早退vÛJÜJ%回以内Y�

0WwÞß&連絡v�Kd

実習F/VK欠席W遅刻W早退vÛJÜJ$回以内Y�

0WwÞß&連絡v�Kd

実習F/VK欠席W遅刻W早退vÛJÜJ#回以上Y�

0WwÞß&連絡v�Kd

実習F/VK欠席W遅刻W早退vÛJÜJ#回以上Y�

0W連絡v不十分Y�Kd

$B">C学習目標達成:}~FW自己:役割S理
解]WèéêëY:学習W実習S遂行YwKd

実習F/VKèéêëYèéêë活動S活性化]Wè

éêë&]':学習効果S高~'cKd

実習F/VKèéêëYèéêëèéêë&]':学習

効果S高~'cKd

実習F/VKèéêëYèéêëF/VK自分:役割S

自覚]参加]'cKd

実習F/VKèéêëY支援S得'èéêë活動F参加

]'Kd
実習F/VKèéêëYèéêë活動F参加Yw�cd

$B!>C看護:対象Y�K人�S護0Û:人�:代
弁者&�K意識S有]'cKd

看護:対象者:尊厳&安全S護0Wüýþ向上:}~F貢

献[K意思S(#'行動]'cKd

看護:対象者:尊厳&安全S護0Wüýþ向上:}~F貢

献[K意思v�0W支援S得'行動]'cKd

看護:対象者:尊厳&安全S護0Wüýþ向上:}~F貢

献[K方法FUc'述yKu&vYwKd

看護:対象者:尊厳&安全S護0Wüýþ向上:}~F貢

献[K方法FUc'支援S得'述yKu&vYwKd

看護:対象者:尊厳&安全S護0Wüýþ向上:}~F貢

献[K方法FUc'述yKu&vYw�cd

èéêë活動-$%a&'(活動等F主体的F参画]W

,ê-ê./ëS発揮]'cKd

èéêë活動-$%a&'(活動等F主体的F参画]'

cKd

èéêë活動-$%a&'(活動等F軽度:支援S得'

参画YwKd
èéêë活動等¬:参加F支援S要[Kd èéêë活動等¬:参加F��0:支援S要[K

学内外:講演会-研修会F自主的W積極的F参加]W効

率的F自己学習:時間S確保'cKd

学内外:講演会-研修会F自主的F参加]W自己学習

:時間:確保S確保]'cKd

学内外:講演会-研修会F参加]W自己学習:時間:

確保S心vV'cKd
学内外:講演会-研修会F支援S得'参加]'cKd

学内外:講演会-研修会F参加F��0:支援S要[

K

%>>人S理解[K}~:幅広c教養&福祉F関[K専
門的�知識S持ÞW看護:専門職&]'人S支援[K
}~:基本的技術S有]'cKd

看護学科:F'ëGHI,.ê&学習到達度評価基準

$>>看護:専門職&]'人権S尊重[K高c倫理観S
有]W専門的�知識S活用]�vfW保健¡医療¡福
祉¡教育:関連職種&連携]'W主体的F問題S解決
[K能力S有]'cKd

#>>人-地域社会&�}}�c関X0S(ÞW円滑�
人間関係S築w上�K]^_`aê.`a能力S有]'
cKd

"b看護:専門職&]'W¨0¨w社会:形成F自f貢
献[K生涯学習力&実践力S有]'cKd

e評価:数値hi
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! " # $ %
&'(
期待以上

--
期待以上

期待./0 --不足 &'(不足

講義・演習科目のGPA3.5以上 講義・演習科目の3.0GPA以上 講義・演習科目のGPA2.5以上 講義・演習科目のGPA2.0以上 講義・演習科目のGPA2.0未満

%3%45福祉-保育:教育<基礎的@知識C習得FG現代<
保育者&F'必要@役割OPQ'理解F'QTU

福祉や保育、教育の基礎的な事項について他者にわ

かりやすく説明できる。また、自分が目指す保育者

像とその課題について、他者に伝え、話し合うこと

ができる。

福祉や保育、教育の基礎的な事項について、また、

自分が目指す保育者像について、他者にわかりやす

く説明できる。

福祉や保育、教育の基礎的な事項や保育者の役割に

ついて、他者にわかりやすく説明できる。

支援を得て、福祉や保育、教育の基礎的な事項や保

育者の役割について、他者に説明できる。

福祉や保育、教育の基礎的な事項や保育者の役割に

ついて説明するためにかなりの支援を要する。

%3$45子.(<心身<発達/[\健康管理OPQ'<知識
C習得F'QTU

子どもの心身の発達や健康管理の基礎的な事項とそ

の保育場面への適用について他者にわかりやすく説

明でき、話し合うことができる。

子どもの心身の発達や健康管理の基礎的な事項とそ

の保育場面への適用について他者にわかりやすく説

明できる。

子どもの心身の発達や健康管理の基礎的な事項につ

いて他者にわかりやすく説明できる。

支援を得て、子どもの心身の発達や健康管理の基礎

的な事項について他者に説明できる。

子どもの心身の発達や健康管理の基礎的な事項につ

いて説明するためにかなりの支援を要する。

%3#45乳児-障cQ児(含eG様g@対象<子.(O対j
T保育<k0方-保育計画O関jT知識C習得F'QTU

様々な対象の子どもに対する保育のあり方や保育計

画に関する基礎的な事項について他者にわかりやす

く説明でき、話し合うことができる。また、これら

について理解を深める方法を自分で考え実践でき

る。

様々な対象の子どもに対する保育のあり方や保育計

画に関する基礎的な事項について他者にわかりやす

く説明でき、話し合うことができる。

様々な対象の子どもに対する保育のあり方や保育計

画に関する基礎的な事項について他者にわかりやす

く説明できる。

支援を得て、様々な対象の子どもに対する保育のあ

り方や保育計画に関する基礎的な事項について他者

に説明できる。

様々な対象の子どもに対する保育のあり方や保育計

画に関する基礎的な事項について説明するためにか

なり支援を要する。

%3"45音楽G造形G体育@.<活動C通F'子.(<感性C
育z{&c|}[~G���<基本的@技術C習得F'Q
TU

以下の条件を満たす。①弾き歌いのレパートリーが

60曲以上ある。②子どもたちに提案し楽しめる造形

活動が１０以上ある。③子どもたちに提案し、楽し

める運動遊びが１０以上ある。④児童文化財(手遊

び、パネルシアターなど)のレパートリーが25以上

ある。

以下の条件を満たす。①弾き歌いのレパートリーが

40曲以上ある。②子どもたちに提案し楽しめる造形

活動が７以上ある。③子どもたちに提案し、楽しめ

る運動遊びが７以上ある。④児童文化財(手遊び、

パネルシアターなど)のレパートリーが20以上あ

る。

以下の条件を満たす。①弾き歌いのレパートリーが

２０曲以上ある。②子どもたちに提案し楽しめる造

形活動が５以上ある。③子どもたちに提案し、楽し

める運動遊びが５以上ある。④児童文化財(手遊

び、パネルシアターなど)のレパートリーが１５以

上ある。

以下の条件を満たす。①弾き歌いのレパートリーが

15曲以上ある。②子どもたちに提案し楽しめる造形

活動が二つ以上ある。③子どもたちに提案し、楽し

める運動あそびが二つ以上ある。④児童文化財(手

遊び、パネルシアターなど)のレパートリーが10以

上ある。

以下のいずれかの条件を満たす。①弾き歌いのレ

パートリーが15曲未満。②子どもたちに提案し楽し

める造形活動が一つしかない。③子どもたちに提案

し、楽しめる運動あそびが一つしかない。④児童文

化財(手遊び、パネルシアターなど)のレパートリー

が10未満。

実習科目のGPA3.5以上 実習科目のGPA3.0以上 実習科目のGPA2.5以上 実習科目のGPA2.0以上 実習科目のGPA2.0未満

$3%45子.(<育�C捉�G的確O保育記録等&F'表現j
T力C習得F'QTU

実習日誌において、子どもが経験している内容や子

どもの育ちについて、具体的な姿が見えるように記

述でき、さらに、それらから子どもの内面を深く理

解した内容まで記述できる。また、子どもとのかか

わりについて具体的に記述できる。そして、これら

の理解を翌日（後日）の援助に生かし実践できる。

実習日誌において、子どもが経験している内容や子

どもの育ちについて、具体的な姿が見えるように記

述でき、さらに、それらから子どもの内面を深く理

解した内容まで記述できる。また、子どもとのかか

わりについて具体的に記述できる。

実習日誌において、子どもが経験している内容や子

どもの育ちについて、具体的な姿が見えるように記

述できる。また、子どもとのかかわりについて具体

的に記述できる。

以下の内容のいずれかにおいて指導者の支援を要す

る。①実習日誌において、子どもが経験している内

容や子どもの育ちについて、具体的な姿が見えるよ

うに記述すること。②子どもとのかかわりについて

具体的に記述すること。

以下の内容のいずれかにおいて指導者の支援をかな

り要する。①実習日誌において、子どもが経験して

いる内容や子どもの育ちについて、具体的な姿が見

えるように記述すること。②子どもとのかかわりに

ついて具体的に記述すること。

$3$45子.(<生活O即F�保育�教育<計画C立案�実施
FG自己評価jT力C習得F'QTU

全日実習の指導案を独力で作成でき、集団を意識

し、子どもの実態に即したねらいや援助、環境構成

などを適切に記載できる。

全日実習の指導案を独力で作成でき、子どもの実態

に即したねらいや援助、環境構成などを適切に記載

できる。

全日実習の指導案を独力で作成できる。 全日実習の指導案作成に他者の支援を要する。
全日実習の指導案作成に他者の支援をかなり要す

る。

$3#45自�C律F'行動jT力C習得F'QTU

授業規律が守られる。遅刻や無断欠席がなく、授業

中に私語をしないこと、ロッカーや教室に私物を放

置しないこと、提出物の期限を守ること、履物の

ルールを守ることが身に付いている。また、授業時

間以外の自主学習について、課題を自ら見つけて取

り組む習慣が身についている。

授業規律が守られる。遅刻や無断欠席がなく、授業

中に私語をしないこと、ロッカーや教室に私物を放

置しないこと、提出物の期限を守ること、履物の

ルールを守ることが身に付いている。また、授業時

間以外の自主学習について、課題を自ら見つけて取

り組む努力をしている。

授業規律が守られる。遅刻や無断欠席がなく、授業

中に私語をしないこと、ロッカーや教室に私物を放

置しないこと、提出物の期限を守ること、履物の

ルールを守ることが身に付いている。

以下の授業規律等の内容において、一つ以上教職員

の支援を要する項目がある。遅刻や無断欠席がな

く、授業中に私語をしないこと、ロッカーや教室に

私物を放置しないこと、提出物の期限を守ること、

履物のルールを守ることが身に付いている。

以下の授業規律等の内容において、一つ以上教職員

の支援をかなり要する項目がある。遅刻や無断欠席

がなく、授業中に私語をしないこと、ロッカーや教

室に私物を放置しないこと、提出物の期限を守るこ

と、履物のルールを守ることが身に付いている。

$3"45他者&信頼関係C築}G目標実現<�e協力F共O
育�k/~&jT能力C有F'QTU

授業時のグループ活動等において、その目的達成の

ために真剣に取り組め、他のメンバーに配慮がで

き、また、リーダーシップを発揮して調整が行え

る。

授業時のグループ活動等において、その目的達成の

ために真剣に取り組め、他のメンバーに配慮ができ

る。

授業時のグループ活動等において、その目的達成の

ため、自分の役割を意識し、真剣に取り組める。

授業時のグループ活動等において、傍観者にとどま

ることが多い。

授業時のグループ活動等において、常に傍観者にと

どまり、他者の支援を要する。

$3!45保育者<社会的責任C理解FG子.(<最善<利益
O配慮F[~&jT感覚C有F'QTU

実習日誌や実習報告書等の記載内容に、子どもの人

格を尊重した言動がなされていることが確認でき

る。また、保育所等の地域に開かれた行事にボラン

ティアで参加している。さらに、地域の子育てを支

える保育者の役割を意識している。

実習日誌や実習報告書等の記載内容に、子どもの人

格を尊重した言動がなされていることが確認でき

る。また、実習中に知り得た個人情報を漏らさな

い。さらに、実習巡回時等において、それらを逸脱

する内容の言動等の指摘を指導者から受けないこ

と。そして、保護者の対応や支援の必要性を理解し

ている。

実習日誌や実習報告書等の記載内容に、子どもの人

格を尊重した言動がなされていることが確認でき

る。また、実習中に知り得た個人情報を漏らさな

い。さらに、実習巡回時等において、それらを逸脱

する内容の言動等の指摘を指導者から受けないこ

と。

以下のうちいずれか一つを満たす。①実習日誌や実

習報告書等の記載内容に、子どもの人格を尊重しな

い言動がなされている部分があることを認める。②

実習中に知り得た個人情報の保持に問題がある。③

実習巡回時等において、それらを逸脱する内容の言

動等の指摘を指導者から受ける。

以下のうち二つ以上満たす。①実習日誌や実習報告

書等の記載内容に、子どもの人格を尊重しない言動

がなされている部分があることを認める。②実習中

に知り得た個人情報の保持に問題がある。③実習巡

回時等において、それらを逸脱する内容の言動等の

指摘を指導者から受ける。

実習報告書や実習日誌、あるいは口頭において、子

どもとの関わりのエピソードについて４人以上記

述、口述できる。その際、子どもの行動や内面につ

いての共感的理解が認められ、さらに、実際の支援

やその意図に配慮が認められること。

実習報告書や実習日誌、あるいは口頭において、子

どもとの関わりのエピソードについて３人以上記

述、口述できる。その際、子どもの行動や内面につ

いての共感的理解が認められ、さらに、実際の支援

やその意図に配慮が認められること。

実習報告書や実習日誌、あるいは口頭において、子

どもとの関わりのエピソードについて２人以上記

述、口述できる。その際、子どもの行動や内面につ

いての共感的理解が認められ、さらに、実際の支援

やその意図に配慮が認められること。

実習報告書や実習日誌、あるいは口頭において、一

人の子どもとの関わりのエピソードについて記述、

口述できる。その際、子どもの行動や内面について

の共感的理解が認められ、さらに、実際の支援やそ

の意図に配慮が認められること。

実習報告書や実習日誌、あるいは口頭におけるエピ

ソードの記述、口述において、子どもの行動や内面

についての共感的理解が確認できない。あるいは、

実際の支援やその意図について配慮が確認できな

い。

学内外の講演会、研修会、ボランティア活動への自

主的な参加が５回以上ある。

学内外の講演会、研修会、ボランティア活動への自

主的な参加が３回ある。

学内外の講演会、研修会、ボランティア活動への自

主的な参加が１回ある。

授業の一環としての学内外の講演会、研修会、ボラ

ンティア活動への参加があるが、自主的な参加が認

められない。

授業の一環としての学内外の講演会、研修会、ボラ

ンティア活動への参加がなく、また、自主的な参加

も認められない。

幼児教育学科<µ¶·¸¹º»¼½&学習到達度評価基準

%455保育-教育<基礎知識GkTQÁ�<対象OPQ'<幅広
Q知識C有FGÄ�保育<基本的@技術C有F'QTU

$455保育者<社会的責任OPQ'<理解<(&G子.(c最善
<利益C得��T[~保育�教育<計画C立案�実施jT基礎的
@力C有F'QTU

#45子.(&信頼関係C築Å力C有F'QTUÄ�G保護者&<初
歩的@ÉÊËÌÍ½¼ÎÏC&T力C有F'QTU

"45保育者&F'G[0[}社会<形成O自�貢献jT生涯学習
力&実践力C有F'QTU

Õ評価<数値ØÙ
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3
総合講義8専門基礎講義=実習科目

BCD#E!以上
総合講義8専門基礎講義=実習科目

BCD#EF以上
総合講義8専門基礎講義=実習科目

BCD$E!以上
総合講義8専門基礎講義=実習科目

BCD$EF以上
総合講義8専門基礎講義=実習科目

BCD$EF未満

% %I%EJ国際観光O関QR基礎的T知識W技術
OZ['理解^'[R_

国際観光O関QR基礎的T知識=技術`
的確O用['実践deR

国際観光O関QR基礎的T知識=技術`
理解^'/0W自分h言葉d説明deR

国際観光O関QR基礎的T知識=技術O
Z['理解^'[R

国際観光O関QR基礎的T知識=技術h
理解m--不十分omW支援`得'述t
Ru&mdeR

国際観光O関QR基礎的T知識=技術h
理解m不十分dW述tRu&mdeT[

$ %I$E国内外h歴史-文化`理解^W観光実務
-観光}~��h分野d活用QR_

各専門領域h基礎的知識`用['的確
O実践deR

各専門領域h基礎的知識`有^'/0W
自分h言葉d説明deR

各専門領域h基礎的知識`有^'[R
各専門領域h基礎的知識h理解m--
不十分omW支援`得'述tRu&mde
R

各専門領域h基礎的知識h理解m不十
分dW述tRu&mdeT[

専門講義科目

�BCD#E!以上
専門講義科目

�BCD#EF以上
専門講義科目

�BCD$E!以上
専門講義科目

�BCD$EF以上
専門講義科目

�BCD$EF未満

#

$I%EJ顧客満足h実現h��O消費者h視点
O立��様�T観光商品-}~��`企画W
開発QR_分野&^'���� ¡¢~=£~¤
¥¦W§¨©~}ª=£~¤¥¦W食h£~¤
¥¦W/¬観光®¯°O特化^�開発能力=技
術`習得QR_

事業性W継続性`考慮O入¼�観光商品
-}~��h企画W開発m自½deR

事業性W継続性`考慮O入¼�観光商品
-}~��h企画W開発`理解^W説明
deR

事業性W継続性`考慮O入¼�観光商品
-}~��h企画W開発`理解deR

事業性W継続性`考慮O入¼�観光商品
-}~��h企画W開発`W支援`得'
述tRu&mdeR

観光商品-}~��h企画W開発`理解
deT[

"
$I$EJ観光実務-観光}~��h分野d¾¼
¿¼h地域h状況&¨~¥O合ÃÄ'W他専
門職&協働^W問題h分析-解決`図R

問題`同定^W解決O必要T情報`収集=
分析=整理^W¾h問題`確実O解決QR
��h方法`自½考Ù説明QRu&mde
R

問題`同定^W解決O必要T情報`収集=
分析=整理^W¾h問題`解決QRu&m
deR

問題`同定^W解決O必要T情報`収集=
分析=整理^W¾h問題h解決O向Û'
取0組Þu&mdeR

支援`得'W問題`同定^W解決O必要T
情報`収集=分析=整理QRu&mdeR

問題`同定^W解決O必要T情報`収集=
分析=整理QRu&mdeT[

総合演習=専門講義科目

�BCD#E!以上
総合演習=専門講義科目

�BCD#EF以上
総合演習=専門講義科目

�BCD$E!以上
総合演習=専門講義科目

�BCD$EF以上
総合演習=専門講義科目

�BCD$EF未満

!
#I%EJ国際観光O¬R地域創生h��h問題
解決O向Û'W地域h人�&関ÃR

地域h観光政策h特性`¬å理解^�上
dæçè¨é~êë `&Ru&mdeR

地域h観光政策`理解^�上dW適切T
æçè¨é~êë `&Ru&mdeR

地域h観光政策O合ÃÄ�æçè¨é~
êë mdeR

支援`得'W地域h観光政策O合ÃÄ�
æçè¨é~êë m&¼R

地域h観光政策O合ÃÄ�æçè¨é~
êë m&¼T[

î
#I$EJ観光`含��様�T実践現場O/['W
¬0高度T英語`用[�æçè¨é~êë `
図R_

各種英語検定h自己目標`達成^W¾¼
`用[�æçè¨é~êë m各所dde
R

各種英語検定h自己目標`達成QRmW
¾¼`用[�æçè¨é~êë m満足d
�T[

各種英語検定h自己目標O及ýT[mW
大eå向上^�

各種英語検定h自己目標O努力�QR
m及ýT[

各種英語検定h自己目標O対^'努力^
T[

専門実習科目

�BCD#E!以上
専門実習科目

�BCD#EF以上
専門実習科目

�BCD$E!以上
専門実習科目

�BCD$EF以上
専門実習科目

�BCD$EF未満

�

" "I%EJ地域h課題`自½発見W探求^解決O向
Û'行動QR_

自½課題`見ZÛW授業時間外h自己学
習O積極的O取0組Þ

授業時間外h自己学習O自発的O取0
組Þ

授業時間外h自己学習O取0組/d[R 事前事後課題O取0組/d[R 自己学習O取0組2T[

3
"I$EJ広[視野d目的達成h��h情報`集
�W総合的O活用QR_

学内外h講演会-研修等O積極的O参
加^'[R

学内外h講演会-研修等O自主的O参
加^'[R

学内外h講演会-研修等O参加^'[R
学内外h講演会-研修等O支援`得'
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令和 4 年度卒業生の学習到達度評価の調査結果について（短大全体簡略版） 

 

【２年制課程：社会福祉学科・幼児教育学科・国際観光学科】 

 
 ２年制課程である社会福祉学科（社会福祉専攻・介護福祉専攻）、幼児教育学科および

国際観光学科の卒業生について、学習到達度自己評価アンケートの推移を上図に示した

（システム移行のため 1年次前期～2年次前期のデータはない）。学習到達度評価基準の小

項目の評点を平均したものを大項目の評点として算出した。1（専門知識・技術）、2（倫
理観・問題解決力）、3（コミュニケーション力）、4（生涯学習力）全ての領域において、

卒業時点において向上していることが分かった。各分野における専門的な学びの積み重ね

と、特に各学科・専攻での実習を経験する中で得られた学びが学習成果となって表れたも

のと考えられる。4（生涯学習力）に関しては、他の領域と比べるとやや到達度が低いも

のの向上はしていることが見てとれる。授業での学びに加えて、本学の「つくり、つくり

かえ、つくる」教育目標の下、週フォリオによる自己表現に取り組んだり、５S活動、サ

ークル活動、福短祭、ボランティア活動など学内外の様々な活動に学生が積極的に取り組

んだり、各学科・専攻における実習や卒業研究に取り組んだりしてきた成果が積み重なっ

て徐々に向上してきたものと考えられる。 
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【３年制課程：看護学科】 

 

 ３年制課程である看護学科の卒業生について、学習到達度自己評価アンケートの３年間

の推移を上図に示した（システム移行のため 2年次前期～3年次前期のデータはない）。学

習到達度評価基準の小項目の評点を平均したものを大項目の評点として算出した。１（専

門知識・技術）、２（倫理観・問題解決力）、３（コミュニケーション力）、４（生涯学習

力）の全ての領域において、１年生から卒業時点において向上していることが見てとれ

る。１年次からの専門的な学びの積み重ねに加え、各種の実習を経験する中で学んできた

ことで専門知識・技術を習得してきたと考えられる。特に２年次前期から始まる「看護研

究」の授業や、２年次後期から始まる各領域別の「看護学実習」に学生が主体的に取り組

み、学びを得たことが成果となって表れてきたものであろう。４（生涯学習力）について

は、1年次にはもともとかなり低かったが卒業時には大きく向上している。本学の「つく

り、つくりかえ、つくる」教育目標の下、国家試験に向けた自主学習や長期間にわたる実

習での学びが蓄積していった結果であろう。  
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令和 4 年度卒業生の学習到達度評価の調査結果について（学科専攻別詳細版） 

 
【社会福祉学科社会福祉専攻】 

 

卒業時点において相対的に到達度評価が高かった項目は、1-4「利用者の立場にたって物

事を判断し、理解していく力を身につけている」、2-3「価値観や倫理観と向き合いながら自

らを律し、利用者を理解していくことができる」、3-1「利用者にあった方法でコミュニケー

ションを実践できる力を身につけている」、3-3「感じたことや考察したことなどを記録した

り、記述したりすることができる」であった。これらは、利用者の人権尊重に関する倫理観

や実習等において記録を作成する能力であり、専門的に学んだり実習において実践的に学

んだりして修得してきたことを表している。 

逆に相対的に低かったのは、1-5「論理的な根拠をもって援助を計画的に実践していく力

を身につけている」、2-2「問題を同定し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問

題を確実に解決できる」、2-4「他者と協調・協同して行動できる。また、他者に方向性を示

し、目標の実現のために動員できる」、3「人や地域社会とあたたかい関わりをもち、円滑な

人間関係を築き上げるコミュニケーション能力を有している」、4「福祉の専門職として、よ

りよき社会の形成に自ら貢献する生涯学習力と実践力を有している」であった。課題に対す

る思考力・分析力や問題解決に向けたリーダーシップの面で評価が低く、課題を自ら見つけ、

解決に導いていく力を強化する必要がある。３のコミュニケーション力については、ボラン

ティア活動の実績が指標となっているため、このコロナ禍によるボランティア活動の制限

が 2020 年度から続いていたことからやむを得ない面もある。４の生涯学習力については、

自らの課題に向き合い、学習に主体的に取り組む姿勢をもっと強化していく必要がある。今

はインターネット等により知識や技術を学ぶ機会はいくらでもあるので、そういった情報

に学生自らアプローチしていけるような力を養う必要がある。 

  



11 
 

【社会福祉学科介護福祉専攻】 

 
卒業時点において相対的に到達度評価が高かった項目は、1-1「あらゆる介護場面に共通

する基礎的な介護の知識を習得している」、1-3「介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、

活用・発揮させることの意義について理解している」、1-5「介護実践の根拠を理解している」、

2-2「問題を同定し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を確実に解決でき

る」、2-3「自らを律して行動できる」、2-4「他の職種の役割を理解しチームに参画する能力

を身につけている」、2-5「尊厳を支えるケア、人権擁護の視点に立った倫理を身につけてい

る」、3-1「コミュニケーションのとり方の基本を身につけている」、3-2「他者に共感でき、

相手の立場に立って考えることができる姿勢を身につけている」であった。介護の専門職と

しての専門知識、問題解決力、チーム協働性、人権擁護の倫理観、コミュニケーション力や

共感性を修得していることを示している。 

逆に相対的に低かった項目は、1-2「介護に関する社会保障の制度、施策についての基本

的知識を習得し、理解している」、3「人や地域社会とあたたかい関わりをもち、円滑な人間

関係を築き上げるコミュニケーション能力を有している」、3-3「的確な記録・記述の方法を

身につけている」、4「福祉の専門職として、よりよき社会の形成に自ら貢献する生涯学習力

と実践力を有している」であった。福祉に関する制度面の知識量や記録の作成法については、

強化を図る必要がある。３のコミュニケーション力については、ボランティア活動の実績が

指標となっているため、このコロナ禍によるボランティア活動の制限が 2020年度から続い

ていたことからやむを得ない面もある。４の生涯学習力については、自らの課題に向き合い、

学習に主体的に取り組む姿勢をもっと強化していく必要がある。今はインターネット等に

より知識や技術を学ぶ機会はいくらでもあるので、そういった情報に学生自らアプローチ

していけるような力を養う必要がある。 
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【看護学科】 

 

1年次の時点で元々評価の高かった 2-3以外の全ての項目において、卒業時に向上が認

められる。特に卒業時に相対的に達成度評価が高かった項目は、1-1「看護に活用される理

論の基礎的知識を身につけ、未来で活躍する看護職としてのビジョンを有している」、1-2
「看護の対象であるあらゆる人々と家族の健康と生活についての理解を深めることができ

る」、2-1「さまざまな知識・技術を統合し活用するために論理的に考える姿勢を有してい

る」、2-2「知識を活用し、看護過程の展開ができる」、2-3「学習継続のために心身の健康

と行動を自らまたは適切な支援を得て管理できる」、2-4「学習目標達成のために、自己の

役割を理解し、グループでの学習、実習を遂行できる」、2-5「看護の対象である人々を護

りその人々の代弁者となる意識を有している」であった。看護職としての専門知識と活用

力、自律性と協働性、看護職としての倫理観について習得していることを示している。 
逆に相対的に評価が低い項目は、1-3「対象を支える保健・医療・福祉従事者および地域

の人々への理解を深めることができる」、1-4「看護実践に必要な内容・方法に関する知

識・理解を深めることができる」、1-5「あらゆる場において看護を実践するための応用可

能な基本的技術を習得している」、3「人や地域社会とあたたかい関わりをもち、円滑な人

間関係を築き上げるコミュニケーション能力を有している」、4「看護の専門職として、よ

りよき社会の形成に自ら貢献する生涯学習力と実践力を有している」であった。看護周辺

領域における人間理解、看護の実践力・応用力について強化する必要がある。３のコミュ

ニケーション力については、ボランティア活動の実績が指標となっているため、このコロ

ナ禍によるボランティア活動の制限が 2020年度から続いていたことからやむを得ない面

もある。４の生涯学習力については、自らの課題に向き合い、学習に主体的に取り組む姿

勢をもっと強化していく必要がある。今はインターネット等により知識や技術を学ぶ機会

はいくらでもあるので、そういった情報に学生自らアプローチしていけるような力を養う

必要がある。  
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【幼児教育学科】 

 
卒業時点において相対的に到達度評価が高かった項目は、1-1「福祉や保育・教育の基

礎的な知識を習得し、現代の保育者として必要な役割について理解している」、1-2「子

どもの心身の発達および健康管理についての知識を習得している」、1-3「乳児や障がい

児も含め、様々な対象の子どもに対する保育のあり方や保育計画に関する知識を習得して

いる」、2-1「子どもの育ちを捉え、的確に保育記録等として表現する力を習得してい

る」、2-2「子どもの生活に即した保育･教育の計画を立案･実施し、自己評価する力を習

得している」、2-3「自らを律して行動する力を習得している」、2-4「他者と信頼関係を

築き、目標実現のため協力し共に育ちあおうとする能力を有している」、2-5「保育者の

社会的責任を理解し、子どもの最善の利益に配慮しようとする感覚を有している」、3

「子どもと信頼関係を築く力を有している。また、保護者との初歩的なコミュニケーショ

ンをとる力を有している」であった。保育士としての専門知識、記録の作成力、保育の実

践力、自律性・協働性、保育士としての倫理観について習得していることを示している。 

逆に相対的に評価が低い項目は、1-4「音楽、造形、体育などの活動を通して子どもの

感性を育むことができよう、それらの基本的な技術を習得している」、4「保育者とし

て、よりよき社会の形成に自ら貢献する生涯学習力と実践力を有している」であった。音

楽・造形・体育等の実技を伴う技術力については、より強化を図る必要がある。４の生涯

学習力については、自らの課題に向き合い、学習に主体的に取り組む姿勢をもっと強化し

ていく必要がある。今はインターネット等により知識や技術を学ぶ機会はいくらでもある

ので、そういった情報に学生自らアプローチしていけるような力を養う必要がある。 
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【国際観光学科】 

 
卒業時点において相対的に到達度評価が高かった項目は、1-1「国際観光に関する基礎的

な知識、技術について理解している」、1-2「国内外の歴史や文化を理解し、観光実務や観光

サービスの分野で活用する」、2-1「顧客満足の実現のために消費者の視点に立った様々な観

光商品やサービスを企画、開発する。分野としてはアドベンチャー・ツーリズム、ユニバー

サル・ツーリズム、食のツーリズム、および観光 ICT に特化した開発能力・技術を習得す

る」、2-2「観光実務や観光サービスの分野でそれぞれの地域の状況とニーズに合わせて、他

専門職と協働し、問題の分析や解決を図る」、3-1「国際観光による地域創生のための問題解

決に向けて、地域の人々と関わる」、4-1「地域の課題を自ら発見、探求し解決に向けて行動

する」であった。観光における専門知識、歴史・文化理解、企画力、協働力、地域課題に対

する探究力・問題解決力を修得していることを示している。 
逆に相対的に評価が低い項目は、3-2「観光を含めた様々な実践現場において、より高度

な英語を用いたコミュニケーションを図る」、4-2「広い視野で目的達成のための情報を集め、

総合的に活用する」であった。英語を用いた実践的なコミュニケーション力について強化が

必要である。４-2 の総合的な活用力については、自らの課題に向き合い、学習に主体的に取

り組む姿勢をもっと強化していく必要がある。今はインターネット等により知識や技術を

学ぶ機会はいくらでもあるので、そういった情報に学生自らアプローチしていけるような

力を養う必要がある。 
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